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【手続補正書】
【提出日】平成26年11月4日(2014.11.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スロット（１２２）を備えるドラムロータ（１０４、３０４）と、
　前記スロット（１２２）内に配置されるように構成されたクロージャバケット（１０２
、３０２）と、
を備える組立体であって、
　前記クロージャバケット（１０２、３０２）が、該クロージャバケット（１０２、３０
２）のベース部材（１０８、３１０）内に配置されたロックピン（１１０、３１８、３１
９）を含み、
　前記ロックピン（１１０、３１８、３１９）の一部分が、前記スロット（１２２）の空
洞（１２６）内に回転可能に伸展し、それによって該スロット（１２２）内に前記クロー
ジャバケット（１０２、３０２）を固定するように構成される突出部を備え、
　前記ロックピンが、前記ロックピンが回転軸の周りに回転できるように構成された径方
向に配向されたスロット部分と、ロックされていない方向への前記ロックピンの回転を阻
止するために前記突出部によって妨げるように構成された周方向のスロット部分とを有す
るＬ字形のスロット内で、前記ベース部材の前縁側面および後縁側面に保持される、
組立体。
【請求項２】
　前記ロックピン（１１０、３１８、３１９）が、駆動ヘッド（１１６、３２２、３３６
）に結合されたシャフト（１１４）を含み、
　前記駆動ヘッド（１１６、３２２、３３６）が、所定の位置に回転して、前記ロックピ
ン（１１０、３１８、３１９）の一部分を前記空洞（１２６）内に伸展させるように構成
される、
請求項１に記載の組立体。
【請求項３】
　前記ロックピン（１１０、３１８、３１９）が、該ロックピン（１１０、３１８、３１
９）を選択位置に固定する回転防止装置（３２４、３３８）を含む、請求項１に記載の組
立体。
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【請求項４】
　前記空洞（１２６）が、前記スロット（１２２）の表面内に弓形空洞（１２６）を含む
、請求項１に記載の組立体。
【請求項５】
　前記ロックピン（１１０、３１８、３１９）が、シャフト（１１４）及び前記空洞（１
２６）内に伸展ように構成された前記突出部（１１２、３３４、３２０）を含み、前記ロ
ックピン（１１０、３１８、３１９）が、前記シャフト（１１４）を選択方向に回転させ
ることによって、前記クロージャバケット（１０２、３０２）を前記スロット（１２２）
から取外すことができるように構成される、請求項１に記載の組立体。
【請求項６】
　ドラムロータ（１０４、３０４）内にクロージャバケット（１０２、３０２）を固定す
る方法であって、
　前記ドラムロータ（１０４、３０４）のスロット（１２２）内に前記クロージャバケッ
ト（１０２、３０２）を受けるステップと、
　前記クロージャバケット（１０２、３０２）の凹部（３２６）内に配置されたロックピ
ン（１１０、３１８、３１９）を回転させるステップと、
　前記ロックピンを、Ｌ字形のスロット内で、前記クロージャバケットのベース部材の前
縁側面および後縁側面に保持するステップと、
　前記ロックピンが回転軸の周りに回転できるように構成された径方向に配向されたスロ
ット部分と、ロックされていない方向への前記ロックピンの回転を阻止するために前記突
出部によって妨げるように構成された周方向のスロット部分とを有する前記Ｌ字形を形成
するステップと、
を含み、
　前記回転させるステップが、突出部を備える前記ロックピン（１１０、３１８、３１９
）の一部分を前記スロット（１２２）の空洞（１２６）内に伸展させ、それによって該ス
ロット（１２２）内に前記クロージャバケット（１０２、３０２）を固定するステップを
含む、
方法。
【請求項７】
　前記クロージャバケット（１０２、３０２）の第２の凹部（３４０）内に配置された第
２のロックピン（３１９）を回転させるステップを含み、
　前記第２のロックピン（３１９）を回転させるステップが、該第２のロックピン（３１
９）の突出部（３３４）を前記スロット（１２２）の第２の空洞（１２６）内に伸展させ
るステップを含む、
請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記ロックピン（１１０、３１８、３１９）を回転させるステップが、該ロックピン（
１１０、３１８、３１９）のシャフト（１１４）に結合された駆動ヘッド（１１６、３２
２、３３６）にコンタクトするステップを含み、
　前記コンタクトするステップが、前記駆動ヘッド（１１６、３２２、３３６）を枢動さ
せて、前記ロックピン（１１０、３１８、３１９）の一部分を前記空洞（１２６）内に伸
展させるステップをさらに含む、
請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　前記ロックピン（１１０、３１８、３１９）を回転させるステップが、回転防止装置（
３２４、３３８）により該ロックピン（１１０、３１８、３１９）を選択位置に固定する
ステップをさらに含む、請求項６に記載の方法。
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